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Abs鯨盈Cも　The aerosols in the atmosphere affect on血e climate and atmospheric environment through the

radiadve and chemical processes. To clarify也e climatology and dynamics of the Aeolian dust, observation

of the vertical profiles usi工場the lidar network were earned out. The new Iidar systems are developed for

the measurement at Naha and Tsukuba. Two IOPs (Intensive Observational Periods) were set to measure

血e dust by many kinds of instr旺merits on April 2002 and March 2003. Many dust events were observed

during the IOPs.

1.はじめに

大気中のエーロゾルは,放射過程等を通して

気候･大気環境に大きな影響を与えている｡し

かしながら,気候変動に関する政府間パネル

(IPCC)の評価報告書にもあるように,エーロ

ゾルが地球温暖化-与える効果については不

明な部分が非常に大きい｡エーロゾルの分布そ

についても,長期的には必ずしも良く理解され

ているとは言えないのが現状である｡このため,

世界気象機関(WMO)の全球大気監視(GAW)

計画においてもエーロゾルを的確に把握する

ための観測を推進している｡

気象研究所を中心とした研究グループでは,

中国内陸部の砂漠を起源とする土壌性粒子(風

送ダスト)が気候に与える影響を調べる一環と

して,ライダーネットワークを用いた観測を行

っている｡このライダーネットワークでは,発

生域の砂漠近傍から輸送過程を-て沈降域と

考えられる日本国内に至る広い範囲にライダ

ー観測点を展開したが,気象研究所ではこのう

ちの那覇とつくばを担当した｡この計画の中で

は,ダストの実態把握のために各種の測器を用

いた総合的な観測を行う期間として,集中観測

期間(lOP)が設定され,集中的な観測が行わ

れたが,その結果などについて報告する｡

2.装置の概要

この観測では,風送ダストの観測のため,広

い高度範囲を安定して観測することが可能な

可能な装置を開発した　Table lに装置の諸元を

示す｡

Table 1 Specification of the Lidar System at

Naha and Tsukuba.

**oォra m ▲､′

L aser N d :YA G

W avelength 532 nm

P ulse E nerFy 160 m d (300m J :T ukuba)

R epetition 20 H z (lOH z :Tuk uba)

B eam E xp. 5×

B eam Div. -0.2 m rad

R ange Low er U pper

Telescop e 200 m m 355 m m

G eom etry C oaxial P arallel

Field of view 3 m rad 2 m rad

B andw idth ~ 0.5 nm

Polarization P ∃ S P (U pper) P (L ow er) S

Iransm ittance 蝣50 % ～5 % ~ 50 %

D etector PM T (H am am atsu R 3234▼0 1)

G ating N one Electrically ‡ N one

N um .ofC h. 5

B in W idth 50 ns (20 M S′S)

B in N um b er 16384

B and w idth
10 M H z (AノD )∫

10~ 300M H z (C ountm g)

D ata P roc.
A ID (12 bit)and

Photon C ounting (250M H z)

送信系については実績があり信額性の高い

Nd:YAGレーザーを使用した｡受信系について

は,高層用と低層用の2系統の受信望遠鏡を用

で官-



意し,また,高層用受信部では受信信号を強弱

2つの受信チャンネルに分けて受信すること

で,高度方向のダイナミックレンジを拡大し,

観測可能な高度範囲の広い受光システムとし

た｡測定データ処理についてもアナログ的な検

出法(AD変換)と光電子計数法を組み合わせ

たシステムを導入し,広いダイナミックレンジ

を確保した｡さらに,送信ビームと低層用望遠

鏡を同軸構造とすることで地上約80mから成

層圏(約40km)までの広い高度範囲を観測可

能とした｡

さらに,島喚部にある那覇で耐候性を高める

ためや天候にかかわらず安定した観測を行う

ため,二重ガラスの観測用天窓を通じて観測す

る構成とし,耐候性を高めるとともに連続観測

が容易に行えるようにしている｡

3.観測結果

集中観測(lOP)は,平成14年4月　　-21

日及び平成15年3月15-26日に設定された｡

つくば及び那覇でのライダー観測は,第1回目

の集中観測(以下IOP-1等と記す)時,レーザ

ーの電源系統の故障により那覇での4月17　日

以降の観測が不可能となったが,その他の期間

については順調に観測を行ったFig. 1及びFig.

2にIOP-2での観測結果を示す｡図中の白抜け

は天候等の状況から良好なデータが得られな

かった時間帯である｡

2002年春季には,観測史上最大級の黄砂が日

本に到達していたが,ライダー観測の結果から

も地上にまで到達したと考えられる黄砂イベ

ントが何度か観測されている　2003年年春季は,

黄砂の発生頻度が非常に少なかったが,本観測

結果からも,地上付近まで到達した黄砂現象が

少なかったことがわかる｡一方,比較的高い高

度領域については,つくばでは3月　22　日から

24日にかけて7-1.5km程度の高度に,那覇で

は, 11日から15日にかけて7---2kmの広い高

度範囲と23日から27日の5-1.5kmに比較的

顕著な, 17日から24日の6-1.5kmには弱い黄

砂が観測されている様子が示されている｡

Fig. 1
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Aeolian dust observed by lidar over

Ts血ba during the IOP-2.
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Fig. 2　Same as Fig.且except overNaha.

4.まとめと今後の予定

黄砂観測用のライダーを開発し,つくばと那

覇において集中的な観測を行った｡

黄砂の季節的な変化を明らかにするため,那

覇の装置に遠隔制御｡監視システムを追加する

等の改良を施し,連続的な観測を予定している｡

--ヴ'i還-


